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1.講師紹介

1-1.講師紹介

– 氏名：苅谷千尋（かりやちひろ）

– 所属：教育支援センター（主担当業務：高大接続コア・センター業務）

– 専門：政治思想史

– 18世紀イギリスの議会政治：レトリック受容と新興メディア

– 聞き手を説得する技法の受容（キケロ；サルスティウス；タキトゥス）

– 総合雑誌に掲載された偽装ディベートとそれをモデルとする議会政治の発展

1-1-a.担当講義：

– ビブリオバトル入門：ブクログ

– RとQuartoではじめるデータサイエンス

1-1-b.高大接続コア・センターに関わる業務

– 高大接続リーディング・セミナー

– 本で拓く探究ワークショップ：図書館から広がる知のつながり・問いのひらめき

– 高大接続ラウンドテーブル

1-1-c. Webサイト

– personal website - en

– researchmap - ja

2.ビブリオバトル公式ガイド

2-1.コンセプト

2-1-a.普及版のコンセプト

1. 本のフットサル（のように気軽に楽しむ）

2. 本を通して人を知る　 人を通して本を知る

– ビブリオバトル普及委員会 （2013, pp. 5–6）

2-1-b.もともとのコンセプト

– 難しい学術書、論文を楽しく紹介しあいたい（専門分野の殻にこもっているのはよくな

い）（谷口 （2013）; ビブリオバトル普及委員会 （2013））
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2-2.ルール

1. 発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる

2. 順番に一人 5分間で本を紹介する

3. それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関するディスカッションを 2〜3分

行う

4. 全ての発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票を参

加者全員 1票で行い、最多票を集めたものを「チャンプ本」とする

– ビブリオバトル普及委員会 （2013, p. 7）

Note
本講義もこの公式ルールに準拠しますが、ブックカードを適度に参照することは

可とします（公式ルールはメモを見る行為自体不可）。ただし、常時、ブックカード

を見る、ブックカードのメモを読み上げる行為は禁止します。あくまで、記憶の助け

として利用下さい

i

3.シラバス

3-1.ビブリオバトル入門の構成

1. 好きな本を紹介しよう

– 好きな本（ジャンルを問わない※マンガは除く）

2. 研究分野の本を紹介しよう

– 専攻する研究にかかわる本

3. 研究分野から外れた本を紹介しよう

– 専攻する研究とはまったく違う本

– 人文科学系が自然科学系や医学系の本を選ぶ

– 少し外れた本

– 日本史専攻者が中国史の本を選ぶ

Note
2と 3については、内容に関連していれば、学術書でなくても構いません

i

– 以上の 3つの本について、グループを変えて、計 2回、報告して下さい（第 1ラウンド

1、第 2ラウンドと表記、表現します）

– 第 1ラウンドの反省を第 2ラウンドでは活かして下さい

– 本を読み直す、ブックカードを書き足す、など

– 第 2ラウンドではブックカードへの依存を減らしましょう

– グループは 3〜4人の少人数で編成します

– トランプを配り、ランダムで編成します

– 授業内で紹介する本を事前に読み、紹介の仕方について授業までに考えてきて下さい
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Tip
この授業のためにわざわざ本を選び、読む必要はありません（再読は必要かもしれ

ません）。趣味で読んでいる本、この授業以外の授業あるいは研究のために読んだ本

でかまいません

3-2.授業の約束（教員との約束）

この授業はグループワーク中心の授業です。教員一人では授業を作ることができませ

ん。皆さんも授業を作るメンバーとして（教員は学びの空間設計者、受講生はコンテンツ制

作者）、以下の 3つを心がけて下さい

1. 元気に毎回出席する（ただし無理は禁物）

2. グループワークには積極的に参加する

3. 提出物はちゃんと出す

3-3.毎回の授業構成

初回と最終授業を除いて、毎回の授業は以下のように構成します

0. 前回の振り返り（授業の感想の共有）

1. グループ分け

2. アイスブレイク

3. ビブリオバトル

0. 本の紹介

1. 質疑応答

2. アフターセッション（チャンプ本の決定を含む）

4. チャンプ本プレゼンテーション（1〜2名・ランダム）

Note
– 各グループにおいてチャンプ本に選ばれた方は加点します

– チャンプ本のプレゼンテーションを行った方は最終日に報告する必要はありま

せん

– アイスブレイクは、クラスの雰囲気が打ち解けてきた場合は省略します

i

4.成績評価

Important
– 出席自体は評価対象ではありません

– 受講生全員に（最低でも）A評価を付けられるように、成績評価物、成績評価

基準を設けています

– 特に、提出すれば機械的に点数が付くものを落とさないようにして下さい

!
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4-1.宿題

4-1-a.ブックカード

Note
金沢大学「学務情報サービス」などからアクセスできるシラバスでは、ブックシー

トと表記していましたが、要点だけを書いて欲しいので、ブックカードにあらためて

います

i

– 情報カード
1
を配布します。情報カード一枚に以下の2点について、箇条書き的にメモし

て、当日に臨んで下さい

1. 書評本の内容や構成などに関するメモや重要な一節の抜書き

2. 書評者の書評本に対する評価、考え、意見などに関するメモ

– この他、本の著者名、書名、受講生の氏名を記載して下さい

– ビブリオバトルの基本的な考え方は、メモを読み上げるのではなく、アドリブ的に紹介

することです。ですので、情報カードに読み上げ原稿を書くなどの行為は禁止します。あ

くまで、何をどのような手順で話すか、など、メモ程度の記述として下さい

– 情報カード裏面は他の受講生から受けた質問などをメモするためだけに使って下さい

– ブックカードは、1. 好きな本を紹介しよう、2. 研究分野の本を紹介しよう、3. 研究分野

と（少し）外れた本を紹介しよう、の 3回、提出して下さい

– 情報カードそのものは回収しませんが、予習確認のために、写真に撮って Google 

フォームより送って下さい（提出先：Dropbox）

– 各 10点、計 30点（どのようなまとめかたをするかは人それぞれですので、質的な評価

はしません。提出すれば機械的に 10点を付けます）

4-1-b.授業の感想

– 毎回、重要だと思った点や面白いと思った点など、自由に授業の感想をまとめて下さい

（150字から 200字程度）。

– 初回と最終授業については、授業についてのアンケートも付しています

– 各 3点、8回実施、全て提出した者は＋6点、一度提出しなかった者は＋3点、その他

は加点なし、計 30点（質的な評価はしません。規定字数に達していない、あるいは毎

回、同じ内容の感想を書いている、他人の感想を書き写しているなどのようなものでな

ければ、提出すれば機械的に 3点を付けます）

– 提出先はこちら

4-1-c.学期末振り返りレポート

– 詳細は別途連絡します（A4一枚程度）

– 10点（基準点：7点、ルーブリックに準拠します）

1
情報カードは、ある時期まで、京都大学の研究者、学生を中心に、積極的に利用されていた。文化人類学

者・梅棹忠夫の『知的生産の技術』が著名。「学校では知識は教えるけれど知識の獲得のしかたはあまり教え

てくれない。メモのとり方、カードの利用法、原稿の書き方など基本的技術の訓練不足が研究能力の低下を

もたらすと考える著者は、長年にわたる模索の体験と共同討論の中から確信をえて、創造的な知的生産を行

なうための実践的技術についての提案を試みる」（出版社の紹介文）（梅棹 （1969））
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4-2.その他

4-2-a.受講態度

– グループワークへの貢献度、参加度（10点、基準点：7点、ルーブリックに準拠します）

– グループワークにおいてチャンプ本に選ばれた回数に応じて加点（各 2点、最高 10点

まで）

4-2-b.プレゼンテーション

– 実施日：

– 各授業の最終セクション「チャンプ本プレゼンテーション」

– 上記でプレゼンテーションを行わなかった者は最終授業日（12月 2日）

– 評価：

– 本の紹介及び質疑応答の受け答え

– 10点（基準点：7点、ルーブリックに準拠します）

– 全てのプレゼンテーション実施後に、ビブリオバトル入門《2026》のチャンプ本を決定

します（投票）

– 優勝者には 5点、2位と 3位は 3点、4位と 5位は 2点をボーナス加点（100点満

点の範囲外で加点）します

5.新聞書評と出版会社 PR誌

– 新聞書評の勧め

– 読売新聞「本よみうり堂」

– 朝日新聞「好書好日」

– 日経新聞「日経の書評」

– 版元ドットコム「書評に載った本」

– いい本のまとめ

– PR誌の勧め

– 東京大学出版会「UP」

– 有斐閣「書斎の窓」

6.グループ交流会

– 次回以降の授業運営の練習を兼ねて、グループ交流会を行います

– トランプのカードを引き、数字に応じて、席を移動して下さい

– 自己紹介

1. 氏名、学年、学類

2. 受講理由

3. ビブリオバトルの経験の有無やイメージ

4. これまで金沢大学で受講した授業で好きな授業名とその理由

5. 高校での探究学習の振り返り

– 探究学習は好きでしたか、嫌いでしたか

– 探究を進める中で、考え方や見方が変わったことはありましたか
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7.宿題と次回の持参物

– 宿題：

1. 授業の感想（回答先：Google フォーム、締め切り：10月 9日（金）23時 59分）

2. ブックカード（提出先：Dropbox、締め切り：10月 14日授業開始前まで）

– 持参物：ブックカードと、選択した本

引用文献
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